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このようなこと が決まりました 　

平
成
30
年
第
４
回
議
会
定

例
会
は
、
12
月
11
日
か
ら
13

日
ま
で
の
３
日
間
の
日
程
で

開
か
れ
ま
し
た
。

　

16
件
の
議
案
が
提
出
さ

れ
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

内
容
は
次
の
と
お
り
で

す
。

【主な補正予算歳入】 【主な補正予算歳出】
≪地方交付税≫
震災復興特別交付税
１億2,891万円追加

≪国庫補助金≫
福島再生加速化交付金
1億9,381万1千円追加

≪民生費≫
家屋被害認定調査

業務委託料
500万円追加

≪使用料≫
霊園永代使用料
1,289万円追加

≪環境衛生費≫
寺内前霊園物故者名掲示板等設置工事

500万円追加
1/10指名競争入札　1,436万４千円

≪寄附金≫
一般寄付金

110万円追加

≪道路維持費≫
道路構造物撤去工事

3,400万円

【平成３０年度一般会計補正予算】

総額２６４億３３６３万円
歳入歳出それぞれ６億９，８５１万８千円を追加し

【土地の取得】 【土地の売払い】
　中野地区復興産業拠点整備事業
用地の一部として、双葉町大字中
野地内の土地「6,499.37㎡」を取
得する。

　中間貯蔵施設整備事業用地に供
するため、「町有地２万807.34㎡」
を730万3,094円で売払いの契約を
締結する。
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このようなこと が決まりました第４回
定　例　会

12月11日～13日

【条例の廃止】    

【条例の一部改正】    

・双葉町公民館条例
・双葉町体育館条例
　　東日本大震災で大きな被害を受けた
　　町公民館と町体育館を廃止。

・双葉町印鑑の登録及び証明に関する条例
　　災害その他やむを得ない理由における、印鑑の登録及び証明の申請に係る手続きを規定

・双葉町税条例
　　個人の町民税の納期前の納付報奨金制度を廃止

・双葉町公共用施設維持補修基金条例
　　従来の基金の目的に充てるほか、東日本大震災からの災害復旧・復興を目的とする
　　事業に要する経費の財源として柔軟に活用できるよう、基金の取り崩しの範囲を拡大

・双葉町墓地条例
　　寺内前霊園の３筆の地番を合筆したことにより、その位置を合筆後の地番の表記に改正

・双葉町営住宅条例
　　東日本大震災で大きな被害を受けた町東住宅を廃止。　管理戸数２１２戸⇒２０２戸

・議会議員の議員報酬、期末手当及び費用弁償に関する条例
・町長等の給与及び旅費に関する条例
　　期末手当の支給率　年間３．１月 ⇒ 年間３．１５月に変更

・職員の給与に関する条例
　　給料表の改正、勤勉手当の支給率　年間０．２５月加算

国の人事院勧告及
び福島県人事委員
会勧告を踏まえた
改正 ｛

解体の終わった公民館・体育館
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12月定例会の採決状況
件　　　名 議 決 結 果

双葉町公民館条例の廃止について 原案可決

双葉町体育館条例の廃止について 原案可決

双葉町印鑑の登録及び証明に関する条例の一部改正について 原案可決

議会議員の議員報酬、期末手当及び費用弁償に関する条例の一部改正について 原案可決

町長等の給与及び旅費に関する条例の一部改正について 原案可決

職員の給与に関する条例の一部改正について 原案可決

双葉町税条例の一部改正について 原案可決

双葉町公共用施設維持補修基金条例の一部改正について 原案可決

双葉町墓地条例の一部改正について 原案可決

双葉町営住宅条例の一部改正について 原案可決

土地の取得について 原案可決

土地の売払いについて 原案可決

平成30年度双葉町一般会計補正予算(第４号)　　　　　　　　　 総額264億3,363万円 原案可決

平成30年度双葉町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）　総額13億4,775万３千円 原案可決

平成30年度双葉町公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）　　総額２億4,821万円 原案可決

平成30年度双葉町介護保険特別会計補正予算（第２号）　　　総額11億9,573万６千円 原案可決

議会のライブ中継をご覧ください。
議会本会議の様子をインターネットのライブ中継でご覧いただけます。録画中継の配信も行っています。
町貸出のタブレット端末からの検索方法は次のとおりです。

（全員協議会の様子は、録画中継でご覧いただけます。）

メニュー画面　⇒　インターネット便利帳　⇒　双葉町議会ライブ中継
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一般質問

町
政
を

問
う

【一般質問とは】
　議員が町の行政全般にわたり、執行機関に対し事務の執行の状況及び将来に対する
方針等について所信をただすものです。

議 員 ４ 名 が 質 問

 羽 山 君 子 議 員

１．生活サポート補助金について
２．産業交流センターについて
３．ふくしま産業復興企業立地補助金について
４．帰還困難区域等の避難者対策について
５．中間貯蔵施設について

 尾 形 彰 宏 議 員

１．土壌廃棄物等の利活用について
２．福島第一原発の廃炉と高レベル核廃棄物
　　最終処分場問題について
３．双葉町海岸での初日の出参拝について

 菅 野 博 紀 議 員

１．双葉町の復興について
２．双葉町の将来の財源について
３．補償賠償について

 高 萩 文 孝 議 員

１．中間貯蔵施設ついて
２．交通渋滞緩和について
３．帰町に向けた検討について
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生活サポート補助金
問

答

数年分を一括交付するなどの対応が必要と考えるが、町
長の見解は。
一括交付はせずに、町民の皆さんの生活再建の下支えと
して支援していきたいと考えている。

質
　
問

　

生
活
サ
ポ
ー
ト
補
助
金
の

未
請
求
者
の
人
数
を
年
代
別

に
伺
う
。

町
　
長

　
（
町
長
の
答
弁
を
平
成
30

年
11
月
末
現
在
で
、
左
記
の

表
に
ま
と
め
ま
し
た
。
↓
）

質
　
問

　

数
年
分
を
一
括
交
付
す
る

な
ど
の
対
応
が
必
要
と
考
え

る
が
、
町
長
の
見
解
は
。

町
　
長

　

支
出
実
績
に
応
じ
て
補
助

す
る
枠
組
み
で
あ
り
、
生
活

再
建
支
援
の
た
め
に
制
度
化

さ
れ
た
も
の
で
す
の
で
、
あ

ら
か
じ
め
受
け
取
る
こ
と
を

約
束
さ
れ
た
補
助
金
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

町
と
し
ま
し
て
は
、
一
括

交
付
は
せ
ず
に
、
町
民
の
皆

さ
ま
の
生
活
再
建
の
下
支
え

と
し
て
支
援
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

産
業
交
流
セ
ン
タ
ー

質
　
問

　

営
業
を
希
望
し
て
い
る
事

業
主
数
と
、
貸
し
付
け
を
決

定
し
て
い
る
時
期
は
。

町
　
長

　

４
社
よ
り
プ
レ
エ
ン
ト

リ
ー
の
提
出
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

　

今
後
使
用
料
の
設
定
を
含

め
た
募
集
要
項
を
早
期
に
決

定
し
、
入
居
す
る
企
業
の
募

集
を
進
め
、
貸
付
を
決
定
し

て
ま
い
り
ま
す
。

質
　
問

　

営
業
開
始
後
、
採
算
が
悪

化
し
た
場
合
、
町
と
し
て
の

支
援
策
は
考
え
て
い
る
か
。

町
　
長

　

テ
ナ
ン
ト
入
居
者
に
よ
る

魅
力
あ
る
店
舗
運
営
を
安
定

的
に
実
施
し
て
い
く
た
め
に

は
、
一
定
期
間
の
支
援
は
必

要
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
検

討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ふ
く
し
ま
産
業
復
興

企
業
立
地
補
助
金

質
　
問

　

当
該
補
助
金
は
、
要
件
・

基
準
が
厳
し
い
。
避
難
を
強

い
ら
れ
た
中
小
企
業
の
再
開

を
支
援
す
る
た
め
の
補
助
金

で
あ
る
べ
き
と
考
え
る
が
、

町
長
の
見
解
は
。

町
　
長

　

当
該
補
助
金
は
、
避
難
指

示
区
域
に
お
け
る
立
地
を
対

象
外
と
し
て
い
ま
す
。
町
内

に
お
い
て
事
業
を
再
開
す
る

場
合
に
は
、
よ
り
補
助
率
が

高
く
、
対
象
業
種
や
対
象
施

設
が
拡
大
さ
れ
た
「
自
立
・

帰
還
支
援
雇
用
創
出
企
業
立

地
補
助
金
」
の
適
用
が
可
能

と
な
る
た
め
で
す
。

　

町
と
し
て
は
、
町
内
の
各

企
業
が
適
切
に
補
助
金
を
利

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
制
度
の
周
知
に
努
め
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。避

難
者
対
策

質
　
問

　

町
民
の
中
に
は
、
生
活
が

苦
し
い
と
訴
え
る
人
が
出
て

き
て
い
る
。
賠
償
指
針
の
見

直
し
を
要
請
す
べ
き
と
考
え

る
が
。

町
　
長

　

７
月
に
原
子
力
損
害
賠
償

紛
争
審
査
会
が
現
地
視
察
に

訪
れ
た
際
、「
中
間
指
針
の

適
時
的
確
な
見
直
し
や
Ａ
Ｄ

Ｒ
和
解
事
例
の
指
針
へ
の
反

映
」
な
ど
を
要
望
し
、
12
月

７
日
に
岩
本
副
議
長
と
と
も

に
関
係
省
庁
に
対
し
て
、
被

災
地
域
に
つ
い
て
一
律
の
対

応
を
す
る
こ
と
な
く
、「
町

の
被
害
実
態
に
即
し
た
賠
償

の
実
施
と
長
期
避
難
が
続
く

町
民
の
生
活
再
建
支
援
」
を

実
施
す
る
よ
う
求
め
て
い
ま

す
。中

間
貯
蔵
施
設

質
　
問

　

中
間
貯
蔵
施
設
へ
の
搬
入

量
は
。
当
初
予
定
数
量
と
変

更
は
な
い
か
。

町
　
長

　

搬
入
量
は
、
平
成
27

年
度
か
ら
の
３
年
間
で
、

双
葉
・
大
熊
合
わ
せ
て

75
万
８
６
５
５
㎥
あ
り
、
当

初
計
画
の
70
万
㎥
と
の
大
き

な
差
は
無
く
、
計
画
通
り
の

搬
入
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

質
　
問

　

本
格
搬
入
は
い
つ
か
ら
な

の
か
。

町
　
長

　

環
境
省
で
は
、
こ
れ
ま
で

の
輸
送
を
通
じ
て
、
様
々
な

知
見
、デ
ー
タ
ー
を
収
集
し
、

安
全
か
つ
確
実
な
輸
送
に
努

め
て
お
り
ま
す
。

　

土
壌
貯
蔵
施
設
や
輸
送
路

は
鋭
意
整
備
中
で
あ
り
、
保

管
場
へ
の
輸
送
も
並
行
し
て

行
い
、
環
境
省
と
し
て
は
安

全
確
実
を
旨
と
し
て
引
き
続

き
輸
送
を
継
続
し
て
い
く
と

の
こ
と
で
す
。

年度 対象者数 平成28年 ６６７０人 平成29年 ６５９２人 平成30年 ６４９７人
１０歳代以内 　１３９人 　１９７人 　６１４人

２０～３０歳代 　２６２人 　３６９人 １０９８人
４０～５０歳代 　２７９人 　３８９人 １２２０人
６０～７０歳代 　１５９人 　２３９人 １２６３人

８０歳代以上 　１１５人 　１３６人 　５５１人
合　計 　９５４人 １３３０人 ４７４６人

羽
山
君
子
議
員
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尾
形
彰
宏
議
員

質
　
問

　

中
間
貯
蔵
施
設
に
お
い
て

処
理
さ
れ
た
、
除
染
に
よ
る

土
壌
廃
棄
物
等
に
つ
い
て
、

道
路
の
路
床
材
、
埋
め
立
て

地
利
用
な
ど
、
そ
の
利
活
用

を
考
え
て
お
く
必
要
が
あ
る

と
思
う
が
、
町
の
考
え
は
。

町
　
長

　

国
で
は
８
千
ベ
ク
レ
ル
以

下
の
除
去
土
壌
等
を
再
生

利
用
の
対
象
と
し
て
い
ま

す
。

　

管
理
主
体
や
責
任
体
制
が

明
確
と
な
っ
て
い
る
公
共
事

業
等
に
お
け
る
盛
土
等
の
構

造
基
盤
の
部
材
に
限
定
し
、

適
切
な
遮
へ
い
厚
の
確
保
や

継
続
的
な
維
持
管
理
を
行
う

こ
と
に
よ
り
、
作
業
員
や
周

辺
住
民
等
の
追
加
被
ば
く
線

量
を
、
一
定
の
基
準
以
下
に

抑
え
る
と
い
う
方
針
の
も
と

に
、
限
定
的
に
利
用
す
る
と

し
て
お
り
、
現
在
、
南
相
馬

市
と
飯
館
村
で
再
生
利
用
の

実
証
事
業
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

町
と
し
ま
し
て
も
再
生
資

源
化
し
た
安
全
な
除
去
土
壌

等
の
利
用
は
、
中
間
貯
蔵
量

の
減
容
化
に
資
す
る
も
の
と

考
え
て
お
り
、
実
証
事
業
や

モ
デ
ル
事
業
等
を
実
施
し
、

安
全
性
、
具
体
的
な
管
理
の

方
法
を
確
保
し
、
関
係
者
や

地
元
の
理
解
を
得
て
各
市
町

村
で
再
生
利
用
を
行
う
こ
と

に
は
、
県
外
最
終
処
分
を
効

果
的
に
進
め
て
も
ら
う
た
め

に
も
、
一
定
の
理
解
を
示
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
国
で
は
今
後
、
こ

れ
ら
に
関
す
る
研
究
施
設
と

し
て
、
実
用
的
、
実
務
的
な

技
術
開
発
を
行
う
技
術
実
証

フ
ィ
ー
ル
ド
を
大
熊
町
に
整

備
を
予
定
し
、
双
葉
町
に
も

候
補
地
を
検
討
中
で
あ
り
、

そ
の
実
証
結
果
等
に
も
注
視

す
る
と
と
も
に
、
国
に
対
し

て
は
中
間
貯
蔵
開
始
後
30
年

以
内
の
県
外
最
終
処
分
完
了

に
必
要
な
措
置
も
進
め
て
い

く
よ
う
求
め
て
ま
い
り
ま

す
。福

島
第
一
原
発
の
廃
炉

と
高
レ
ベ
ル
核
廃
棄
物

の
最
終
処
分
場
問
題

質
　
問

　
「
福
島
第
一
原
子
力
発
電

所
の
廃
炉
等
の
実
施
に
係
る

周
辺
地
域
の
安
全
確
保
に
関

す
る
協
定
書
」
の
う
ち
、
特

に
措
置
要
求
の
実
施
実
績
と

結
果
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

町
　
長

　

平
成
27
年
２
月
22
日
、
24

日
に
お
い
て
、
福
島
第
一
原

発
構
内
排
水
路
か
ら
高
濃
度

の
放
射
性
物
質
を
含
ん
だ
雨

水
等
が
港
湾
内
外
へ
流
出
し

た
事
象
を
受
け
、
３
月
３
日

に
、
当
町
も
構
成
員
と
な
っ

て
い
る
「
福
島
県
原
子
力
発

電
所
の
廃
炉
に
関
す
る
安
全

監
視
協
議
会
」
か
ら
東
京
電

力
に
対
し
て
、『
再
発
防
止

策
の
実
施
』、『
管
理
体
制
の

強
化
』、『
情
報
公
開
の
徹
底
』

等
を
踏
ま
え
た
措
置
要
求
を

実
施
し
、
３
月
30
日
に
、
東

京
電
力
か
ら
、「
排
水
路
の

放
射
性
物
質
濃
度
の
低
減
等

必
要
な
対
策
の
継
続
的
な
実

施
」、「
説
明
責
任
の
徹
底
」

等
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

質
　
問

　

燃
料
デ
ブ
リ
処
置
処
分
、

高
レ
ベ
ル
核
廃
棄
物
処
分
場

に
つ
い
て
、
町
と
し
て
そ
の

方
向
性
を
ど
の
よ
う
に
要
求

し
て
い
く
の
か
。

町
　
長

　

関
係
府
省
庁
や
東
京
電
力

に
対
し
て
、
双
葉
町
側
の
敷

地
が
専
ら
廃
棄
物
置
場
と
な

ら
な
い
よ
う
、
ま
た
、
福
島

の
復
興
・
再
生
が
進
む
中
、

将
来
に
向
け
福
島
県
に
更
な

る
負
担
を
強
い
る
こ
と
の
な

い
よ
う
、（
原
子
力
政
策
を

推
進
し
て
き
た
国
の
責
任
に

お
い
て
、）
燃
料
デ
ブ
リ
は
、

使
用
済
燃
料
そ
の
他
放
射
性

廃
棄
物
と
と
も
に
処
分
方
法

の
議
論
を
進
め
、
県
外
に
お

い
て
適
切
に
処
分
す
る
よ
う

要
求
し
続
け
て
お
り
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
長
期
的
な
廃

炉
作
業
の
安
全
監
視
に
努

め
、
放
射
性
廃
棄
物
の
処
分

方
法
等
に
つ
い
て
早
急
に
検

討
す
る
よ
う
、
国
及
び
東
京

電
力
に
対
し
て
求
め
て
ま
い

り
ま
す
。

双
葉
町
海
岸
で
の

初
日
の
出
参
拝

質
　
問

　

震
災
前
は
恒
例
だ
っ
た
双

葉
町
で
の
初
日
の
出
参
拝
イ

ベ
ン
ト
を
行
う
考
え
は
あ
る

の
か
。

町
　
長

　
「
初
日
の
出
参
拝
」
イ
ベ

ン
ト
に
つ
き
ま
し
て
は
現
時

点
で
「
い
つ
実
施
で
き
る
」

と
い
う
判
断
状
況
に
は
あ
り

ま
せ
ん
。
今
後
双
葉
海
岸
周

辺
が
整
備
さ
れ
、
立
ち
入
り

規
制
が
解
か
れ
る
の
が
前
提

で
あ
る
上
、
い
ろ
い
ろ
制
約

条
件
も
生
じ
る
と
思
い
ま
す

の
で
、
そ
の
時
点
で
の
条
件

に
よ
り
検
討
し
て
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

質
　
問

　

双
葉
町
海
岸
の
現
状
は
。

町
　
長

　

福
島
県
に
よ
り
「
郡
山
中

野
海
岸
災
害
復
旧
工
事
」
が

実
施
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
隣

接
す
る
避
難
指
示
準
備
区
域

内
に
お
い
て
海
岸
防
災
林
事

業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

土壌廃棄物等の利活用
問

答

除染による土壌廃棄物等の利活用を考えておく必要があ
ると思うが、町としての考えは。
再生資源化した安全な除去土壌等の利用は、中間貯蔵量
の減容化に資するものと考えている。

双葉海岸初日の出
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菅
野
博
紀
議
員

質
　
問

　

町
の
復
興
に
つ
い
て
は
、

今
後
の
計
画
が
不
透
明
に
思

わ
れ
る
。
町
民
の
帰
還
時
期

や
燃
料
デ
ブ
リ
取
り
出
し
時

期
と
保
管
場
所
な
ど
、
様
々

な
問
題
が
挙
げ
ら
れ
る
。
町

長
の
考
え
は
。

町
　
長

　
「
双
葉
町
復
興
ま
ち
づ
く

り
計
画
（
第
二
次
）」
を
策

定
し
、こ
の
計
画
に
基
づ
き
、

各
施
策
の
取
組
を
推
進
し
て

い
ま
す
。

　

２
０
１
７
年
に
は
、
特
定

復
興
再
生
拠
点
区
域
復
興
再

生
計
画
の
認
定
を
受
け
、
避

難
指
示
解
除
準
備
区
域
と
JR

双
葉
駅
周
辺
の
一
部
に
お
け

る
避
難
指
示
解
除
の
目
標
時

期
を
２
０
２
０
年
春
、
ま

た
、
特
定
復
興
再
生
拠
点
区

域
の
避
難
指
示
解
除
の
目
標

時
期
、
及
び
解
除
区
域
に
お

け
る
帰
還
の
開
始
時
期
を
、

２
０
２
２
年
春
と
し
た
と
こ

ろ
で
す
。

　
「
燃
料
デ
ブ
リ
の
取
り
出

し
時
期
と
保
管
場
所
」
に
つ

い
て
は
、
２
０
１
９
年
度
に

燃
料
デ
ブ
リ
の
収
納
・
移
送
・

保
管
方
法
を
含
め
た
、
初
号

機
注

の
燃
料
デ
ブ
リ
取
り
出

し
方
法
の
確
定
、
２
０
２
１

年
内
に
初
号
機
の
燃
料
デ
ブ

リ
取
り
出
し
開
始
を
目
指
す

こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
原
子

炉
内
部
調
査
等
に
よ
る
情
報

収
集
、
燃
料
デ
ブ
リ
の
性
状

把
握
等
の
た
め
の
技
術
開

発
・
研
究
等
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

町
で
は
、
放
射
線
量
の
十

分
な
低
下
に
加
え
、
廃
炉
が

続
く
福
島
第
一
原
子
力
発
電

所
及
び
中
間
貯
蔵
施
設
の
安

全
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
前
提
に
な
る
も
の
と
考
え

て
お
り
、
こ
れ
ま
で
定
め
て

き
た
計
画
に
基
づ
き
、
引
き

続
き
町
民
の
ご
理
解
を
得
な

が
ら
、
町
へ
の
帰
還
が
可
能

と
な
る
環
境
の
整
備
に
向

け
、
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　
（
注
「
初
号
機
」
と
は
、

最
初
に
燃
料
デ
ブ
リ
の
取
り

出
し
を
開
始
す
る
プ
ラ
ン
ト

を
指
し
て
い
ま
す
。）

町
の
将
来
の
財
源

質
　
問

　

国
・
県
の
財
源
に
よ
る
町

政
運
営
が
続
い
て
い
る
。
今

後
の
一
般
財
源
確
保
の
見
通

し
は
。

町
　
長

　

本
年
度
の
一
般
会
計
予
算

の
歳
入
構
成
は
特
定
財
源
が

79
・
３
％
、
一
般
財
源
が

20
・
７
％
で
、
一
般
財
源
の

う
ち
51
・
９
％
が
町
税
の
減

免
補
填
等
に
対
し
て
措
置
さ

れ
て
い
る
、
震
災
復
興
特
別

交
付
税
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

震
災
復
興
特
別
交
付
税

は
、
国
の
東
日
本
大
震
災
復

興
特
別
会
計
を
財
源
と
し
て

交
付
さ
れ
て
お
り
、
復
興
創

生
期
間
以
降
の
国
の
財
源
措

置
が
未
だ
不
透
明
な
状
況
で

す
。
財
源
措
置
が
打
ち
切
ら

れ
た
場
合
の
一
般
財
源
の
確

保
に
つ
い
て
は
、
厳
し
い
状

況
に
な
る
こ
と
が
考
え
ら
れ

ま
す
。

　

復
興
が
果
た
さ
れ
る
ま
で

の
財
政
需
要
を
踏
ま
え
て
の

長
期
財
源
措
置
を
国
に
は
要

望
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。質

　
問

　

５
年
後
・
10
年
後
の
財
政

運
営
に
つ
い
て
伺
う
。

町
　
長

　

国
か
ら
の
復
興
財
源
が
打

ち
切
ら
れ
れ
ば
、
事
業
の
実

施
に
つ
い
て
も
見
直
し
が
必

要
と
な
り
、
更
に
復
興
が
遅

れ
る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

　

現
在
、
将
来
に
お
い
て
ど

の
よ
う
な
財
政
状
況
と
な
る

か
を
把
握
す
る
た
め
の
財
政

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
取
り

組
ん
で
お
り
、
復
興
事
業
は

も
と
よ
り
、
経
常
的
経
費
に

要
す
る
財
源
の
把
握
に
努
め

て
い
ま
す
。

　

震
災
復
興
特
別
交
付
税
措

置
が
い
つ
ま
で
続
く
の
か
と

い
う
不
透
明
感
も
あ
り
、
ま

た
、
今
後
の
人
口
の
減
少
に

伴
う
税
収
等
の
減
少
が
見
込

ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
財
政
的

に
厳
し
い
も
の
が
あ
る
と
考

え
て
お
り
、
現
在
の
取
り
組

み
が
将
来
の
財
政
運
営
の
負

担
と
な
ら
な
い
よ
う
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

補
償
賠
償

質
　
問

　

避
難
生
活
は
続
い
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
補
償
賠
償

は
終
わ
っ
て
い
る
。
町
長
は

要
望
し
て
い
る
と
答
弁
し
て

い
る
が
、
進
展
が
な
い
。
町

長
の
考
え
は
。

町
　
長

　

町
と
し
ま
し
て
「
町
民
の

生
命
と
財
産
を
守
る
こ
と
」

は
大
前
提
と
考
え
て
お
り
、

関
係
省
庁
、
東
京
電
力
に
対

し
て
、
被
害
実
態
に
即
し
た

賠
償
の
実
施
と
長
期
避
難
が

続
く
町
民
の
生
活
再
建
支
援

を
粘
り
強
く
求
め
続
け
て
お

り
ま
す
。

　

何
ら
進
展
が
な
い
と
の
ご

指
摘
で
は
あ
り
ま
す
が
、
本

年
７
月
に
原
子
力
損
害
賠
償

紛
争
審
査
会
が
現
地
視
察
に

訪
れ
た
際
、「
中
間
指
針
の

適
時
的
確
な
見
直
し
や
Ａ
Ｄ

Ｒ
和
解
事
例
の
指
針
へ
の
反

映
」
な
ど
を
要
望
し
、
鎌
田

会
長
か
ら
、「
地
元
の
要
望

等
に
し
っ
か
り
と
耳
を
傾
け

な
が
ら
、
現
地
の
状
況
に

沿
っ
た
方
針
を
実
現
で
き
る

よ
う
審
議
を
深
め
た
い
」
と

い
っ
た
一
歩
踏
み
込
ん
だ
回

答
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

引
き
続
き
、
関
係
機
関
と

連
携
し
、
被
害
実
態
に
即
し

た
賠
償
、
具
体
的
な
生
活
再

建
支
援
策
の
充
実
に
つ
い
て

粘
り
強
く
求
め
続
け
て
ま
い

り
ま
す
。

双 葉 町 の 復 興
問

答

町の復興については、今後の計画が不透明に思える。様々
な問題が挙げられるが、町長の考えは。
引き続き町民のご理解を得ながら、町への帰還が可能と
なる環境の整備に向け、取り組んでいく。
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質
　
問

　

除
染
廃
棄
物
の
輸
送
量

は
、
平
成
30
年
度
２
町
（
大

熊
・
双
葉
）
で
１
８
０
万
㎥
。

先
日
、
事
故
の
報
告
が
あ
っ

た
。
安
全
確
保
の
た
め
の
取

組
強
化
を
環
境
省
に
求
め
て

い
く
べ
き
と
思
う
が
。

町
　
長

　

輸
送
の
安
全
性
確
保
に
つ

い
て
は
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ
ゲ
ー
ト
設

置
に
よ
る
双
葉
厚
生
病
院
前

ゲ
ー
ト
の
車
両
集
約
化
が
実

現
し
た
ほ
か
、
工
事
用
道

路
、
輸
送
路
等
の
整
備
も
順

次
着
手
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

来
年
度
の
輸
送
量
に
つ
い

て
は
、
今
年
度
を
上
回
る

４
０
０
万
㎥
程
度
と
な
り
今

後
、
町
内
及
び
町
周
辺
地
域

で
は
、
輸
送
車
両
や
工
事
車

両
が
一
層
増
加
す
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。

　

町
と
し
て
は
、
国
に
対
し

て
、
緊
張
感
を
持
っ
て
安
全

な
輸
送
、
施
設
の
整
備
及
び

運
転
に
取
り
組
む
よ
う
求
め

る
と
と
も
に
、「
中
間
貯
蔵

施
設
の
周
辺
地
域
の
安
全
確

保
等
に
関
す
る
協
定
書
」
に

基
づ
い
た
適
切
な
対
応
が
な

さ
れ
る
よ
う
、
引
き
続
き
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

交
通
渋
滞
緩
和

質
　
問

　

国
道
６
号
線
が
、
輸
送
車

両
や
工
事
車
両
等
の
交
通
量

が
多
く
渋
滞
が
発
生
し
や
す

く
な
っ
て
い
る
。
県
道
35
号

線
や
復
興
シ
ン
ボ
ル
軸
を
通

行
で
き
る
よ
う
に
す
る
考
え

は
あ
る
か
。

町
　
長

　

町
内
で
は
、
複
数
の
事
業

が
着
手
さ
れ
、
復
旧
復
興
に

向
け
て
の
取
り
組
み
が
進
め

ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
伴
い

輸
送
車
両
や
工
事
車
両
等
が

増
加
し
て
お
り
ま
す
。

　

当
町
を
は
じ
め
郡
内
町
村

の
復
興
復
旧
事
業
が
当
分
の

間
続
く
こ
と
か
ら
、
慢
性
的

な
渋
滞
に
な
ら
な
い
よ
う
に

し
て
い
く
取
り
組
み
は
必
要

だ
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
震
災
前
に
着

手
し
て
い
た
国
道
６
号
の
寺

内
前
交
差
点
以
北
の
付
加
車

線
・
歩
道
の
設
置
工
事
の
再

開
や
国
道
６
号
の
全
線
４
車

線
化
を
国
へ
要
望
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

一
方
で
、
国
道
６
号
の
迂

回
路
と
し
て
の
役
割
や
住
民

の
利
便
性
向
上
の
た
め
、
県

道
35
号
や
復
興
シ
ン
ボ
ル

軸
、
合
わ
せ
て
国
道
２
８
８

号
の
特
別
通
過
交
通
に
つ
い

て
も
、
町
と
し
て
検
討
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

特
定
復
興
再
生
拠
点
区
域

内
の
立
入
緩
和
規
制
も
含
め

て
、
引
き
続
き
検
討
を
進
め

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

帰
町
に
向
け
た
検
討

質
　
問

　

９
月
議
会
で
、
２
０
２
０

年
春
に
避
難
指
示
解
除
準
備

区
域
と
駅
周
辺
の
一
部
区
域

の
避
難
指
示
解
除
を
目
指
し

て
取
り
組
み
を
進
め
、
町
政

懇
談
会
で
町
民
の
意
見
を
伺

う
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、

ど
の
よ
う
な
意
見
が
出
た
の

か
。

町
　
長

　
「
避
難
指
示
解
除
に
関
す

る
考
え
方
」
の
素
案
を
作
成

し
、
す
べ
て
の
町
政
懇
談
会

に
お
い
て
提
示
し
、
皆
様
の

考
え
を
伺
い
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
と
こ
ろ
、

・
解
除
要
件
の
う
ち
、
年
間

積
算
線
量
が
20
ミ
リ
シ
ー
ベ

ル
ト
以
下
に
な
る
こ
と
が
確

実
で
あ
る
こ
と
の
要
件
に
つ

い
て
、
よ
り
低
い
線
量
を
目

指
す
べ
き
で
は
な
い
か

・
帰
還
促
進
の
た
め
、
生
活

環
境
の
整
備
の
た
め
町
民
の

土
地
を
有
効
活
用
し
て
ほ
し

い・
避
難
指
示
解
除
後
に
お
い

て
働
く
場
所
や
近
隣
住
民
が

集
住
で
き
る
場
所
を
確
保
し

て
ほ
し
い

・
イ
ン
フ
ラ
整
備
だ
け
で
な

く
、
農
業
が
再
開
で
き
る
環

境
を
整
え
て
ほ
し
い

等
と
の
ご
指
摘
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

そ
れ
ら
の
ご
指
摘
に
対
し

て
は
、

・
国
の
解
除
要
件
の
み
な
ら

ず
、
町
と
し
て
も
検
証
委
員

会
を
設
置
し
、
町
内
の
放
射

線
量
に
関
し
て
十
分
な
検
討

を
行
う
こ
と
と
し
た
い
。
ま

た
、
中
長
期
的
に
年
間
１
ミ

リ
シ
ー
ベ
ル
ト
以
下
と
な
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
町

民
一
人
一
人
が
納
得
し
て
帰

還
の
ご
判
断
を
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
情
報
提
供
に
努

め
た
い
。

・
ま
ち
づ
く
り
会
社
等
を
通

じ
、
土
地
の
需
要
と
供
給
を

つ
な
ぐ
取
組
み
を
行
い
た

い
。

・
中
野
地
区
復
興
産
業
拠
点

に
お
い
て
、
多
く
の
企
業
に

立
地
を
頂
く
予
定
で
あ
る
ほ

か
、
双
葉
駅
西
側
地
区
に
お

い
て
新
た
な
住
む
拠
点
を
整

備
し
、
町
民
が
集
ま
っ
て
住

め
る
場
所
を
造
る
。

・
農
業
の
復
興
再
生
は
重
要

で
あ
り
、
農
業
法
人
の
参
画

も
検
討
し
な
が
ら
、
農
地
を

所
有
す
る
皆
様
の
意
向
等
に

基
づ
き
、
営
農
再
開
に
向
け

た
取
組
み
を
進
め
た
い
。

　

旨
回
答
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
お
お
む

ね
町
民
の
ご
理
解
を
得
ら
れ

て
い
る
も
の
と
捉
え
て
お

り
、
引
き
続
き
町
民
の
皆
様

の
ご
意
見
を
踏
ま
え
な
が

ら
、
帰
町
に
向
け
た
取
組
み

を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

中 間 貯 蔵 施 設
問

答

除染廃棄物等の輸送量は、平成30年度２町で180万㎥。
安全確保の取り組み強化を環境省に求めていくべきと思うが。
緊張感を持って安全な輸送、施設の整備及び運転に取り
組むよう求めていく。

国道6号線

高
萩
文
孝
議
員
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12　

月

６
日　

議
会
運
営
委
員
会
・
議
会
全
員
協
議
会

７
日　

中
央
要
望

11
日
～
13
日　

平
成
30
年
第
４
回
定
例
会

13
日　

議
会
全
員
協
議
会

14
日　

議
会
全
員
協
議
会

20
日
～
21
日　

双
葉
地
方
町
村
会
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　

議
長
会
合
同
要
望
活
動

１　

月

３
日　

町
成
人
式
・
賀
詞
交
歓
会

５
日　

双
葉
消
防
本
部
出
初
式

10
日　

双
葉
地
方
町
村
議
長
・
事
務
局
長
合
同
会
議

12
日
～
13
日　

双
葉
町
伝
統
行
事
ダ
ル
マ
市

18
日　

常
磐
線
活
性
化
対
策
協
議
会
臨
時
総
会

24
日　

議
会
全
員
協
議
会
・
議
会
報
編
集
委
員
会

２　

月

７
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

平
成
31
年
第
１
回
臨
時
会

　
　
　

議
会
全
員
協
議
会

　
　
　

議
会
報
編
集
委
員
会

９
日　

東
日
本
大
震
災
・
原
子
力
災
害
ア
ー
カ
イ
ブ

　
　
　

施
設
整
備
工
事
安
全
祈
願
祭
・
起
工
式

20
日　

福
島
県
町
村
議
会
議
長
会
定
期
総
会

22
日　

双
葉
地
方
水
道
企
業
団
議
会
定
例
会

25
日　

復
興
町
民
委
員
会

　
　
　

双
葉
地
方
町
村
議
会
議
員
研
修
会

27
日　

双
葉
地
方
広
域
市
町
村
圏
組
合
議
会
定
例
会

議会のうごき

◆常任委員会委員及び議会運営委員会委員の選任
双葉町議会委員会条例の規定に基づき、委員の選任が行われました。
≪総務教育常任委員会≫　　　≪産業厚生常任委員会≫　　　≪議会運営委員会≫

・委員長　　　高萩　文孝　　・委員長　　　菅野　博紀　　・委員長　　　高萩　文孝
・副委員長　　清川　泰弘　　・副委員長　　石田　　翼　　・副委員長　　菅野　博紀
・委　員　　　尾形　彰宏　　・委　員　　　羽山　君子　　・委　員　　　石田　　翼
・委　員　　　佐々木清一　　・委　員　　　岩本　久人　　・委　員　　　羽山　君子
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    ・委　員　　　岩本　久人

◆双葉町営住宅条例の一部改正について
谷沢町住宅の一部が、復興シンボル軸（県道長塚請戸浪江線）整備事業の用地にかかることから10戸

の用途を廃止する。

◆財産の処分について
上記の住宅条例の一部改正と同様、復興シンボル軸整備のため、土地・建物と１億4,092万679円で

売払いの契約をする。

平成31年　第１回臨時会  ２月７日

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
間
も
な
く
８
年
が
経

過
し
ま
す
。
当
時
小
学
６
年
生
だ
っ
た
子
供

た
ち
も
成
人
と
な
り
、
月
日
の
過
ぎ
去
る
速

さ
を
感
じ
ま
す
。

　

昭
和
に
劣
ら
ぬ
激
動
の
時
代
と
も
言
わ
れ

た
平
成
も
残
す
と
こ
ろ
２
ヶ
月
。
皆
様
に
今

回
お
届
け
す
る
「
第
126
号
」
は
平
成
最
後
の

発
行
と
な
り
ま
す
。

　

皆
様
方
の
ご
意
見
、
ご
要
望
、
ご
感
想
な

ど
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。　　
　
　
　
　
（
石
田
）

【
編
集
委
員
会
】　

委
員
長　
　

石
田　
　

翼

　

副
委
員
長　
　

尾
形　

彰
宏

　

委　
　

員　
　

高
萩　

文
孝

　

委　
　

員　
　

岩
本　

久
人

編
集
後
記


